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要  旨   

本稿では、アンケートを行い、量的なアプローチから日本人大学生の中国言蓉  

学習に対する動機づけを探ることを目的とした。調査の結果を主因子法・プロ  

マックス回転による因子分析を行い、「中国・中国人理解因子」、「仕事・資格獲  

得因子」、「詩学習得因子」、「他者からの影響因子」、「国際性・将来性因子」、「交‥  

流の手段因子」、「他言静との比較因子」という7つの因子が抽出された。外国  

語学習動機づけに関する伝統的な分類としての「統合的動機づけ」と「道具的  

動機づけ」といった二分法と照らし合わせ、日本人大学生の中国語学習に対す  

る動機づけの構成要素は以下のように分類できた。  

1，統合的動機づけ：「中国・中国人理解因子」   

2．道具的動機づけ：「仕事・資格獲得因子」、「国際性・将来性因子」、「交流  

の手段因子」   

3．語学習得動機づけ：「語学習得因子」   

4．他者からの影響動機づけ：「他者からの影響因子」   

5．他言静との比較動機づけ：「他言語との比較因子」   

特に、「語学習得動機づけ」、「他者からの影響動機づけ」、「他言語との比較動  

機づけ」は、日本人大学生の中国語学習に対する独特の動機づけであると考え  

られる。また、学年別各因子の得点平均値を比較し、t検定を行った結果、「他  

者からの影響因子」では、一年生の得点が有意に高かった。その他の因子では、  

一年生と二年生の差が見られなかった。同じく、男女別各因子の得点平均値を  

比較し、t検定を行った結果、「他言語との比較因子」では、男子学生の得点が  

有意に高かった。その他の因子では、男子学生と女子学生の差が見られなかっ  

た。今回の調査結果を分析することにより、日本人中国語学習の動機づけの多  

様さを括摘し、日本における中国語教育現状を明らかにし、今後効果的な中国  

語教育への示唆を探ることができた。  
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1．はじめに  

本稿は、日本人大学生が中国語を学習する動機づけを分析することを目的とする。   

現在、日本においては中国語を学習する人数が以前より倍増しつつある。このよ  

うな状況のもとで、学習者の動機づけを含む現状調査が今後シラバスやカリキュラ  

ムの改善および教授法の開発など日本における中国語教育の在り方を探る上で急務  

であると思われる。   

そこで、本稿では日本人大学生の中国語学習の動機づけがどのようなものなのか、  

また、これからの効果的な中国語教育への示唆を探ってみたい。  

2．先行研究  

外国語学習において、学習者の動機づけは重要な要因のひとつである。これまで、  

外国語学習の動機づけに関しては、「なぜその言語を学ぶのか」という動機づけの  

構成要素を探る研究が多くなされてきた。   

ここでは、外国語学習における動機づけについての先行研究と、中国語教育蘭域  

こおける日本人学習者の動機づけに関する先行研究について見ておきたい。  

2．1．外国語学習における動機づけに関する先行研究   

まず、外国語学習における動機づけについての先行研究を見ていきたい。   

外国語学習における学習者の動機づけの研究は、Gardner＆Lambert（1972）から始  

めたとされている。この研究では、学習者の動機づけを、主に「統合的動機づけ  

（integrative motivation）」と「道具的動機づけ（instrumentalmotivation）」といった  

二つのタイプに分けて、外国語学習の成功度との相関関係を調査している。前者の  

「統合的動機づけ」とは、学習者が目的言語話者の文化や言語、その昔諸共同体に  

ついて知りたい、最終的には自分もその共同体の一員になりたいという動機づけで  

ある。－・方、後者の「道具的動機づけ」とは、外国語の能力を仕事の役に立てたい、  

自分自身の社会的地位を高めたいなど、ある目的を達するための一種の道具として  

外国語を学習する場合の動機づけであるという。   

Gadner＆Lambe代り972）の動機づけに関する二分法は、その後の外国語学習の動  

機づけ研究に基礎的な土台を築いた。しかし、その後の研究によると、「統合的動  

機づけ」と「道具的動機づけ」という二分法は、あらゆる外国語習得の動機づけに  

ついては十分説明できないことが分かってきた。二分法を基に、動機づけの下位分  
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類をいろいろ試みた。例えば、Oxfbrd＆Shearin（1994）は、上記の二つの動機づけ  

●l 以外に、「エリート主義」が重要な動機づけの一つであると指摘した。縫部（2001）  
◆2●3 は、動機づけを「外発的動機づけ」と「内発的動機づけ」とに分類した。   

また、ある特定の囲または地域における外国語学習者の動機づけについての調査  

研究によると、国や地域ごとに動機づけが異なっていることが明らかになった。例  

えば、ニュージーランド大学生の日本語学習の動機づけを研究した縫部・狩野・伊  

藤（1995）、タイ大学生の日本静学習の動機づけを研究した成田（1998）、シンガポ  

ール華人大学生の日本静学習の動機づけを研究した郭・大北（2001）など。   

外国語学習の動機づけは、学習者が属する環境や文化的背景などに強く影響され  

ているし、学習者個人の好み、関心、価値観などにも強く影響されているため、外  

国詩学習の動機づけの多様性を究明するために、様々な学習環境での個別研究が必  

要であるとされている。  

2．2．日本人中国語学習者の動機づけに関する先行研究   

一方、最近、中国語教育の簡域でも、学習者の動機づけについて研究されるよう  

になった。特に、英語学習を中心とした外国語学習の動機づけに関する研究成果は、  

日本人中国語学習者に対しては、そのまま当てはまらないとされている。それは、  

中国語は言語表現がすべて漢字であるため、漢字の知識を既に有する日本人にとっ  

て、中国語学習は他の外国籍学習と異なる一面があるからであるとされている。   

日本人の中国籍学習の動機づけに関する研究は安（2003・2004）、郭・劉（2007）  

などが挙げられる。   

安（2003・2004）では、中国語学習の動機づけには、勉強したい中国語に興味を  

持つという「統合的動機」と、中国語を使う仕事をしたいという「道具的動機」の  

他に、ただ単位が簡単に取れるために中国静を選択した動機づけがあると指摘し、  

この動機を「消極的動機」と名づけ、日本人大学生の中国語学習に対する独特の動  

機づけであると指摘した。  

★1「エリート主義」とは、難しい言辞を学習することが〝一種のエリート主義の自己満足と  

見られるという性格の動機づけである。  

★2「外発的動機づけ」とは、外から与えられると充足されるという性格の動機づけである。  

＊3 「内発的動機づけ」とは、「外発的動機づけ」から次第に外国籍学習そのものに興味や  

意欲を持つようになるという性格の動機づけである。  
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郭・劉（2007）は、日本人大学生が「漢字があるから、勉強しやすい」、「単位が  

とりやすい」という答えが多く見られ、日本人大学生の中国語学習の動機は中国語  

や中国文化への興味より実利が強い、と指摘している。それは安（2003・2004）の  

「消極的動機」に当たるものである。   

上記の先行研究に中国静学習動機づけの解明に多くの示唆が含まれていることは  

確かである。しかし、学習者の動機づけをより明らかにするために、量的なアプロ  

ーチが必要であると思われる。  

3．本調査の概要  

3．1．本調査の目的   

本調査ではアンケートを行い、量的なアプローチから日本人大学生の中国語学習  

に対する動機づけを探ることを目的とする。  

3．2．本調査の対象   

本調査の対象は茨城キリスト教大学文学部に在籍し、中国語を履修している大学  

生200名である。199名（女性153名、男性46名）から有効な回答を得た。  

3．3．本調査の時期   

本調査は2007年12月に中国語授業の時間を利用して集団的に実施した。  

3．4．本調査の内容   

調査対象に、「あなたが中国語を学習しようと思った動機をお尋ねします」とい  

った中国語学習の動機づけに関する質問30項目について、5段階評定でアンケート  

を行った。アンケートの詳細は論文末に記した。   

各項目について、1＝全然当てはまらない、2＝あまり当てはまらない、3＝どち  

らでもない、4＝すこし当てはまる、5＝かなり当てはまる、のように当てはまる  

程度が強いほど高得点になるように、1点から5点までの得点を割り当てた。  

3．5．調査結果  

3．5．1．記述統計量   

各項目の平均値と標準偏差を以下の表1に示した。  
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表l記述統計量：各項目の平均値と標準偏差  

項 目   度数  平均値  標準偏差   

項目1   199   3．92   ．858   

項目2   199   3．10   1．087   

項目3   199   2．78   1．053   

項目4   199   2．87   l．025   

項目5   199   3．83   ．925   

項目6   199   2．93   1．155   

項目7   199   3．59   1．124   

項目8   199   3．50   1．082   

項目9   199   3．07   l．106   

項目10   199   4．02   ．959   

項目11   199   2．3（i   1．082   

項目12   199   3．95   ．898   

項目13   199   3．17   1．072   

項目14   199   3．49   1．O19   

項目15   199   3．80   1．109   

項目16   199   l．99   l．259   

項目17   199   3．53   1．118   

項目18   199   2．69   1．326   

項目19   199   2．19   1．089   

項目20   199   3．17   1．118   

項目21   199   3．47   1．118   

項目22   199   3．73   1．085   

項目23   199   2．35   1．095   

項目24   199   2．90   1．204   

項目25   199   3．71   ．971   

項目26   199   3．73   ．972   

項目27   199   2．96   1．116   

項目28   199   3．57   1．042   

項目29   199   1．64   ．932   

項目30   199   2．69   l．245   
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3．5．2．因子分析の結果   

アンケート調査の30項目について主因子法・プロマックス回転による因子分析  

を行った。そのうち、以下の項目9が関連のある因子が存在しないため、削除した。  

項目9 ただ新しい外国語を勉強したいだけである。  

残りの29項目を再び主因子法・プロマックス回転後、固有値1以上の7因子が  

抽出された。因子負荷量0．30以上の項目を因子の解釈に用いた。因子分析最終因子  

パターン行列を以下の表2、因子間相関を以下の表3に示した。  

表2 中国語学習動機づけについての因子分析の結果  

項目   因子1  因子2  因子3  因子4  因子5  因子6  因子7   

8   0．73＄  0．006   0．102  －0．011  －0．007  －0．144  0．034   

21   0．697  －0．025   0．145  －0．018  0．119  －0．053  －0．036   

24   0．619  0．15l  －0．123  0．221  0．041  －0．041  －0．045   

17   0．609  0．047  ＿0．038   0．02  0．122  －0．046  －0．025   

26   0．522  －0．217   0．227  0，106  0．135  0．069  0．092   

5   0．463  0．09l   0．242  －0．257  －0．128  0．02（i  0．125   

6   0．34  0．035   0．053  －0．174  －0．116  0．092  0．118   

14   0．337  0．132   ＿0．01  －0．102  0．172  0．118  ＿0．025   

0．042  0．748  －0．045  －0．04l  0．005  0．003  －0．133   

3   －0．016  0．‘79  －0．047  0．008  0．011  ＿0．083  0．433   

2   －0．036  0．‘33  －0．078  －0．143  0．255  ＿0．038  0．072   

19   0．034  0．479   0．099  0．138  －0．08  0．087  －0．209   

29   ＿0．014  0．303   0．164  0．267  －0．105   0．01  －0．022   

20   0．098  0．301   0．12  0．094  0．104  0．148  －0．01   

25   0．35l  －0．099   0．657  0．06l  －0．068  －0．084  －0．089   

0．116  0．045   0．5ヱ5  ＿0．05  －0．112  0．078  0．066   

28   0．007  －0．069   0．484  0．078  0．051  0．011  0．223   

30   －0．05  0．352   0．383  0．12l  －0．075  －0．018  －0．095   

7   0．034  －0．019   0．353  ＿0．04  －0．096  0．22（i  0．026   

23   儀0．007  0．054   0．17  0．71，  0．051  －0．106  0．048   

18   0．025  －0．054  －0．224  0．‘1‘   0．01  0．081  0．164   
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表3 因子相関行列  

因子   2   3   4   5   6   7   

0．459   0．538  0．003  0．274  0．487  0．056   

2   0．459  0．448  0．305  0．318  0．394  0．144   

3   0．538  0．448  0．O19  0．247  0．421  0．128   

4   0．003  0．305   0．019  0．139  0．06（i   0   

5   0．274  0．318   0．247  0．139  0．063  －0．133   

6   0．487  0．394   0．421  0．066  0．063  0．133   

7   0．056  0．144   0．128   0  －0．133  0．133  

3．5．3．因子の命名   

上記のように、29項目からなる中国語学習動機づけについて因子分析を行った結  

果、7つの因子が抽出された。そこで、因子負荷量の高い項目を各因子の命名に用  

いた。各因子が関連する項目と因子命名の結果を以下の表4に示した。  

表4 因子命名  

関連項目名（因子負荷量の高→低順）  抽出された因子   因子命名   

臥 21，24，17、26、5、6、14   因子1   中国・中国人理解因子   

11、3、2、19、30、29，20   因子2   仕事・資格獲得因子   

25、1、28、30、7、12   因子3   語学習得因子   

23、18、16、27   因子4   他者からの影響因子   

15、22   因子5   国際性・将来性因子   

13、12   因子6   交流の手段因子   

4、10、3   因子7   他言語との比較因子   
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3．5．4．因子の信頼性   

各因子と全因子のCronbachのα係数を算出し、信頼性を確認した。各因子及び全  

因子の平均値・標準偏差・信頼性統計量Cronbachのα係数は以下の表5に示した。  

表5 各因子の平均値・標準偏差・信頼性  

因子名   項目数  得点範囲  平均値   標準偏差   α係数   

中国中国人理解   8～40   27．40   5．760   0．825   

仕事・資格獲得   7～35   17．93   4．908   0．765   

語学習得   6～30   21．43   4．131   0．760   

他者からの影響   4   4～20   10．00   3．263   0．614   

国際性・将来性   2～10   7．54   l．969   0．759   

交流の手段   2～10   7．12   1．718   0．682   

他言語との比較   3′～15   9．68   2．176   0．526   

全因子   29～145   91．67   14．479   0．873  

表5から分かったように、全因子の信頼性統計量Cronbachのα係数は0．873であ  

るため、十分な信頼性が確認できた。各因子の信頼性統計量Cronbachのα係数はそ  

れぞれ因子1「中国・中国人理解因子」は0．825、因子2「仕事・資格獲得因子」は  

0．765、因子3「静学習得因子」は0．760、因子4「他者からの影響因子」は0．614、  

因子5「国際性・将来性因子」は0．759、因子6「交流の手段因子」は0．682、因子7  

「他言語との比較因子」は0．526である。因子4、因子6、因子7の信頼性統計量  

Cronbachのα係数は0．70以下であるため今後検討する余地がある。その他全部0．70  

以上であるため、十分な信頼性が確認できた。  

3．5．5．学年別各因子の得点比較   

7つの因子を従属変数とし、一年生と二年生の学年別の得点平均値を比較するた  

め、t検定を行った。学年別各因子の得点比較は以下の表6に示した。   

その結果、「中国・中国人理解因子」の場合は：t（197）＝－0．189，p〉0．05；「仕事・資  

格獲得因子」の場合は：t（197）＝1．038，p〉0．05；「語学習得因子」の場合は：t（197）  

＝0．464，p〉0．05；「他者からの影響因子」の場合は：t（197）＝2．433，0・01くpく0・05；「国際性  

・将来性因子」の場合は：t（197）＝0．134，p〉0，05；「交流の手段因子」の場合：t（197）  

＝0．272，p〉0．05；「他言語との比較因子」の場合は：t（197）＝l・008，p〉0・05である。「他者  
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からの影響因子」においては、－・年生の得点が有意に高かった。その他の因子にお  

いては、一年生と二年生の差が見られなかった。  

表6 学年別各因子の得点比較  

因子  学年   N   平均値  標準偏差  t値   

中国・中国人理解 1   27．3273  5．78849  －0．189   

27．483l  5．75664   

仕事・資格獲得   1   18．2545  5．09621   l．038   

17．528l  4．66147   

語学習得  1   21．5545  4．03332  0．464   

21．2809  4．26665   

他者からの影響   l   10．5000  3．17603  2．433‡   

9．3820  3．28047   

国際性・将来性   1   7．5545  1．93275  0．134   

7．5169  2．02323   

交流の手段  1   7．1455  1．56121  0．272   

7．0787  1．90230   

他言語との比較   1   9．8182  2．15960   1．008   

9．5056  2．19568   

＊pく0．05．df≧197．  

3．5．6．男女別各因子の得点比較   

同じく、7つの因子を従属変数とし、男子学生と女子学生の各因子の得点平均値  

を比較するため、t検定を行った。男女別各因子の得点比較は以下の表7に示した。   

その結果、「中国・中国人理解因子」の場合は：t（197）ニ0．371，p〉0．05；「仕事・資  

格獲得因子」の場合は：t（197）＝－0．487，p〉0．05；「語学習得因子」の場合は：t（197）  

＝0．1054，p〉0．05；「他者からの影響因子」の場合は：t（197）＝0．514，p〉0．05；「国際性・  

将来性因子」の場合は：t（197）＝－1．566，P〉0．05；「交流の手段因子」の場合：t（197）  

＝0．226，p〉0．05；「他言語との比較因子」の場合は：t（197）＝－2．732，pく0．01である。「他  

言語との比較因子」においては、男子学生の得点が有意に高かった。その他の因子  

においては、男子学生と女子学生の差が見られなかった。  
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表7 男女別各因子の得点比較  

因子  性別   Ⅳ  平均値  標準偏差  t 値   

中匡巨中国人理解 女性   27．3137  5．48739  －0．371  

男性   46  27．6739  6．64682   

仕事・資格獲得  女性   －0．487  

男性   46  18．2391  5．53046   

語学習得  女性   0．1054  

男性   46  20．8696  4．42522   

他者からの影響  女性   0，514  

男性   46  9．7826  3．66311   

国際性・将来性  女性   －1．566  

男性   46  7．9348  1．98217   

交流の手段  女性   0．226  

男性   46  7．0652  1．90207   

他言語との比較  女性   －2．732＊‡  

男性   46  10．4348  2．37255   

＊＊pく0．01．df＝197  

4．考察  

4．1．調査結果の分析  

4．1．1．動機づけの下位分類   

今回はアンケート調査を行い、量的なアプローチから日本人大学生の中国語学習  

動機づけを探ることを目的とした。   

調査の結果を主因子法・プロマックス回転による因子分析を行い、「中国・中国  

人理解因子」、「仕事・資格獲得田子」、「静学習得因子」、「他者からの影響因子」、「国  

際性・将束性因子」、「交流の手段因子」、「他言語との比較因子」という7つの因子  

が抽出された。   

まず、「中国・中国人理解因子」は中国語学習の重要な要因の一つであると考え  

られる。今回のアンケートの8項目に高い因子負荷量を持つものである。例えば、  

項目8：中国人の振る舞いや思考方式を知りたい、その背後にある文化的背景を  

深く理解したい。（因子負荷量0．738）  
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項目21：中日両国の言語、文化の相違点に興味がある。（因子負荷量0．697）   

項目24：中国の政治・経済・社会の知識を得るために。（因子負荷量0．6柑）   

項目17：日本と中国の関係に興味がある。（因子負荷量0．609）   

項目26：国際理解・異文化理解の一環として。（因子負荷量0．522）   

項目5：中国の歴史・伝統・風俗習慣を知りたい。（因子負荷量0．463）   

項目6：中国の文学（三国志、水耕伝など）に興味があり、中国語で読みたい。（因  

子負荷量0．340）   

項目14：新しいアイディアの獲得及び視野を広げるのに有利だから。（因子負荷  

量0．337）  

「中国・中国人理解因子」は外国静学習の伝統的な分類としての「統合的動機づ  

け」、即ち、学習者が目的言語話者の文化や言辞、その言語共同体について知りた  

い、目標言語の文化を賞賛し、目標言語に興味を持つ、といった動機づけと見なす  

ことができよう。   

次に、「仕事・資格獲得因子」は以下の7項目と関連している。例えば、  

項目11：将来、中国語を使う仕事（在日中国企業、在中国日本企業法人など）に  

つきたい。（因子負荷量0．748）   

項目3：中国語を学ぶのが知的なこととして周りから評価されるから。（因子負荷  

量0．679）   

項目2：将来、就職のチャンスが増えるから。（因子負荷量0．633）   

項目19：中国語能力試験に合格するため。（因子負荷量0．479）   

項目30：将来、中国へ留学に行きたい。（因子負荷量0．352）   

項目29：将来、中国人と結婚したい。（因子負荷量0．303）   

項目20：中国語ができると、自信をつけられる。（因子負荷量0．301）  

「仕事・資格獲得因子」は外国簿学習の伝統的な分類としての「道具的動機づけ」、  

即ち、学習者が外国語の能力を仕事の役に立てたい、自分自身の社会的地位を高め  

たいなど、ある目的を達するための一種の道具として目的言語を学習する、といっ  

た動機づけと見なすことができよう。   

さらに、「語学習得因子」はアンケートの6項目に高い因子負荷量を持つもので  

ある。例えば、  
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項目25：中国語という言語そのものへの興味がある。（因子負荷量0．657）   

項目1：中国語が面白そうで、中国語の勉強が楽しい。（因子負荷量0．525）   

項目28：身近で親しめる感じがしたから、中国そのものに興味がある。（因子負  

荷量0．484）   

項目30：将来、中国へ留学に行きたい。（因子負荷量0．383）   

項目7：中国の文化（映軌ドラマ，音楽，ファッション，料理など）に興味がある。  

（因子負荷量0．353）   

項目12：中国語が分かれば、中国へ旅行・訪問する際、便利だから。（因子負荷  

量0．349）  

この因子は、外国語学習の伝統的な分類としての「統合的動機づけ」とよく似て  

いる部分があるが、無理やりに下位分類に位置づけるより、独立した動機づけの一  

つ「語学習得動機づけ」とした方がよいと考えられる。   

そして、「他者からの影響因子」は、以下の4項目に高い因子負荷量を持つもの  

である。例えば、  

項目23：中国籍を学ぶのが流行っているから。（因子負荷量0．719）   

項目柑：親や知人、先輩に勧められたから。（因子負荷量0．616）   

項目16：親戚や知人には、中国人がいるので、中国語で交流したい。（因子負荷  

量0．426）   

項目27：多くの人が勉強しているから。（因子負荷量0．417）   

「他者からの影響因子」は外国語学習の伝統的な分類としての「統合的動機づけ」  

や「道具的動機づけ」とどちらとも関連が薄いと思われる。独立した動機づけの一  

っとして「他者からの影響動機づけ」と位置づけた方がよいであろう。この因子  

は日本人大学生の独特の動機づけであると思う。自ら進んで中国語を学習するとい  

うより、親や先輩の勧めなど周囲から期待されているから中国語を選択した、及び  

中国語を学ぶのが流行っているから、その流行に乗るといった特徴が見られる0   

「国際性・将来性因子」は以下の2項目しか関連していない。例えば、  

項目15：国際では、中国の影響力がだんだん強くなってきている。（因子負荷量  

0．808）   

項目22：中国語がだんだん重要になってきているから。（因子負荷量0・655）  
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アジアの隣国である中国の経済的躍進や社会的発展及び国際的影響力の増進に対  

して、強く関心を示していることが明らかになった。   

また、「交流の手段因子」は以下の2項目から高い因子負荷量を持つものである。  

例えば、  

項目13：中国人の友達がたくさん作れるから。（因子負荷量0．931）   

項目12：中国語が分かれば、中国へ旅行・訪問する際、便利だから。（因子負荷  

量0．412）  

この因子は中国語を交流の手段として使いたいという特徴が見られる。   

「国際性・将来性因子」と「交流の手段因子」は関連する項目数が少ないため、  

今後検討する余地があると思う。今回は、外国籍学習の伝統的な分類としての「道  

具的動機づけ」とよく似ている部分があるため、その下位分類に位置づけることに  

する。   

最後に、「他言語との比較因子」は以下の3項目から高い因子負荷量を持つもの  

である。例えば、  

項目4：中国籍の単位がとりやすい。（因子負荷量0．589）   

項目10：中国語は漢字があって他の語学より学びやすい。（因子負荷量0．551）   

項目3：中国語を学ぶのが知的なこととして周りから評価されるから。（因子負荷  

量0．433）  

この因子は安（2003・20掴）で言及した日本人大学生の中国語学習に対する独特  

の動機づけとして名づけた「消極的動機」の内容によく似ているが、今回では、消  

極的動機づけというより、むしろ、他の言語との比較から出てきたものであると考  

えている。この動機は、日本人学習者の独特の動機づけの一つであると思われる。  

というのは、中国語の言語表現がすべて漢字であるので、漢字の知識を既に有する  

日本人学習者にとって、中国語学習は英語をはじめとする他の外国語学習と異なる  

一一面があるからである。学習動機づけの一つとして、言語学習の利便さから特に、  

英語学習を中心とした外国語学習との比較は日本人中国語学習の動機づけの重要な  

要素となる。そこで、独立した動機づけの一つとして、「他言語との比較動機づけ」  

と名づけたい。しかし、今回信頼性のCronbachのα係数は0．562であるため、今後  
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検討する余地があると思う。   

したがって、日本人大学生の中国語学習に対する動機づけの構成要素は以下のよ  

うに分類できる。  

1．統合的動機づけ：「中国・中国人理解因子」、   

2．道具的動機づけ：「仕事・資格獲得因子」、「国際性・将来性因子」、「交流の手  

段因子」   

3．語学習得動機づけ：「静学習得因子」   

4．他者からの影響動機づけ：「他者からの影響因子」   

5．他言語との比較動機づけ：「他言静との比較因子」  

特に、「語学習得動機づけ」、「他者からの影響動機づけ」、「他言語との比較動機  

づけ」は日本人大学生の中国籍学習に対する独特の動機づけであると考えられる。  

41．2．学年別・男女別各因子の得点比較の結果   

学年別各因子の得点平均値を比較し、t検定を行った結果、「他者からの影響因子J  

においては、一年生の得点が有意に高かった。その他の因子においては、一年生と  

二年生の差が見られなかった。これは二年生に比べると一年生の方は、自ら進んで  

中国籍を学習するというより、親や先輩の勧めなど周囲から期待されているから中  

国語を選択した、および中国籍を学ぶのが流行っているから、流行に乗るといった  

特徴が強いのではないかと考えられる。   

同じく、男女別各因子の得点平均値を比較し、t検定を行った結果、「他言静と  

の比較因子」においては、男子学生の得点が有意に高かった。その他の因子におい  

ては、男子学生と女子学生の得点平均値の差が見られなかった。それは外国語学習  

動機づ桝こ反映された男女差ではないかと考えられる。むろん、今回調査対象の男  

女比率の差が大きかったため、性差による動機づけの違いについては今後さらに分  

析する余地があると思う。  

42．中国語教育への示唆   

今回の結果から、中国語学習動機づけの多様さがあることを指摘できた。外国語  

学習動機づけに関する従来の伝統的な分類としての「統合的動機づけ」と「道具的  

動機づけ」といった二分法の他、「語学習得動機づけ」、「他者からの影響動機づけ」、  

「他言語との比較動機づけ」など日本人大学生の中国籍学習に対する独特の動機づ  
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けが見られた。   

特に、「統合的動機づけ」の中に位置づけた「中国・中国人理解因子」は中国語  

教育に非常に重要な示唆を富むものである。任（2007）が既に指摘したように、現  

在日本の大学ではまだ文法訳読法という従来の伝統的な中国語教授法を中心に授業  

を行っている。今回の調査結果から分かるように、学習者が「中国・中国人理解」  

に非常に関心を持っているため、学習の内容は従来の文法中心では既に適切ではな  

いと思われる。リアルタイムに中国の事情や中国社会の紹介などを積極的に中国静  

授業に取り入れるように、学習者が中国語への興味をさらに高めるために、教授法  

の工夫や教材の選択、また学習内容への興味がわくようなカリキュラムの開発など  

は、中国語授業の改善にとって大切であろう。   

また、「道具的動機づけ」の中に位置づけた「仕事・資格獲得因子」、「交流の手  

段因子」、「国際性・将来性因子」は現在日本における中国語学習者の数が増えつつ  

ある、中国語学習のブームが高まっている社会環境の反映であると思う。中国と日  

本はもはやかつての「近くて遠い国」ではない。人の往来でも、ビジネスの世界に  

おいても、紛れもなく同じ時代を生きる「近くて、さらに近い」大切なパートナー  

である。学習者は隣国である中国の発展及び中国の世界での影響力の増進に強く関  

心を持っている。そして、中国籍を学んで資格と取ったり、就職したりして将来に  

何らかの形で生かしたいと考えているであろう。このような学習者のニーズに答え  

て、文法事項の勉強はもちろんのこと、中国語を使って自らの意思を表現できるコ  

ミュニケーション能力の育成が非常に重要になってきた。今後、学習者のニーズに  

あった教材の開発はもちろんのこと、教室で教授法を柔軟に展開することも期待さ  

れる。   

そして、日本人大学生の中国籍学習に対する独特の動機づけであると位置づけた  

「語学習得動機づけ」、「他者からの影響動機づけ」、「他言語との比較動機づけ」は  

日本における中国静学習者の動機づけの全体像と考えてよいのか、今後被験者を増  

やして調査する必要があると思う。特に、「他者からの影響動機づけ」においては、  

一年生の得点が有意に高かった。また、「他言静との比較動機づけ」においては、  

男子学生の得点が有意に高かった。これらについては今後被験者を増やしてさらに  

調査する必要があると思う。  

5．おわりに  

本稿は日本人大学生の中国語学習に対する動機づけについて調査し、因子分析を  
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行った結果、「中国・中国人理解」、「仕事・資格獲得」、「静学習得」、「他者からの  

影響」、「国際性・将来性」、「交流の手段」、「他言語との比較」といった7つの因子  

が抽出された。外国語学習動機づけに関する従来の伝統的な分類としての「統合的  

動機づけ」と「道具的動機づけ」といった二分法と照らし合わせ、日本人大学生の  

中国静学習動機づけの構成要素が分類できた。また、各動機づけの構成要素に対す  

る分析より今後効果的中国籍教育への示唆が見られるようになった。   

今後、日本における中国静学習動機づけの全体像を明らかにするために、大学生  

のみならず、中・高校生、専門学校の学生および社会人を対象に調査し分析する必  

要がある。特に、「他者からの影響動機づけ」においては、二年生に比べて、一年  

生の得点が有意に高かった。また、「他言語との比較動機づけ」においては、女子  

学生に比べて男子学生の得点が有意に高かった。学習年数別および男女別の違いに  

ついては今後被験者を増やしてさらに調査する必要があると思う。  
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＜資料＞  中国語学習の動機づけについてのアンケート  

学年  性別  

あなたが中国語を学習しようと思った動機をお尋ねします。  

以下の内容について、当てはまる程度のところに○をつけてください。  

l中国語が面白そうで、中国語の勉強が楽しい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  こ〉  

之将来、就職のチャンスが増えるから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  5  

3中国語を学ぶのが知的なこととして周りから評価されるから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

こ）  

かなり当てはまる  

5  

かなり当てはまる  

〇  

かなり当てはまる  

5  

かなり当てはまる  

〇  

1  2  3  4  

4中国語の単位がとりやすい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる  

1  2  3  4  

5中国の歴史・伝統・風俗習慣を知りたい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる  

1  2  3  4  

6中国の文学（三国志、水軒伝など）に興味があり、中国語で読みたい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる  

1  2  3  4  

7中国の文化（映画，ドラマ，音楽，ファッション，料理など）に興味がある。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる  

1  2  3  4  

8中国人の振る舞いや思考方式を知りたい、その背後にある文化的背景を深く理解したい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  こ〉  

9ただ新しい外国語を勉強したいだけである。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

2  3  4  ；）  
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10中国語は漢字があって他の語学より学びやすい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  こ〉  

11将来、中国語を使う仕事（在日中国企業、在中国日本企業法人など）につきたい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  こ〉  

12中国語が分かれば、中国へ旅行・訪問する際、便利だから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  こI  

13中国人の友達がたくさん作れるから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  5  

14新しいアイディアの獲得及び視野を広げるのに有利だから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  こ）  

15国際では、中国の影響力がだんだん強くなってきている。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  

16親戚や知人には、中国人がいるので、中国語で交流したい。  

こ〉  

かなり当てはまる   

っ  

かなり当てはまる   

つ  

かなり当てはまる  

D  

全然当てはまらない あまり当てはまらない  

1  2  

17日本と中国の関係に興味がある。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない  

1  2  

18親や知人、先輩に勧められたから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない  

1  2  

19中国語儲力試験に合格するため。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない  

1  2  

20中国語ができると、自信をつけられる。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない  

1  2  

どちらでもない すこし当てはまる  

3  4  

どちらでもない すこし当てはまる  

3  4  

どちらでもない すこし当てはまる  

3  4  

どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

3  4  こ）  

どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

3  4  こ）  

21中日両国の言語、文化の相違点に興味がある。  
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全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

1  ウ  3  

22中国語がだんだん重要になってきているから。  

全然当てはまらない あまり当てはまちない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

1  2  3  

23中国語を学ぶのが流行っているから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  

24中国の政治・経済・社会の知誅を得るために。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

1  2  3  

25中国語という言語そのものへの興味がある。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

1  2  

26国際理解・異文化理解の一環として。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  

27多くの人が勉強しているから。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

1  2  3  4  

28身近で親しめる感じがしたから、中国そのものに興味がある。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  

29将来、中国人と結婚したい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる   

1  2  3  4  

30将来、中国へ留学に行きたい。  

全然当てはまらない あまり当てはまらない どちらでもない すこし当てはまる かなり当てはまる  

1  2  3  
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